
ろ」なんですね。なぜなら、そこからすべての

存在は産み出されたからです。

究極にシンプルで、時代を問わず続く法則、

ここから我々は産まれ、進化して来ました。

でも変わらず存在し続けるからこそ‘‘本質"、

だから、そこから産まれたものは最終的にはそ

こに帰る。

その産まれてから州る「物語」こそが、その

人の「時間」なんです。

どれだけ冒険してもいいし、どんな旅をして

もいい、ですけどみんな結局家に帰るんです。

この鼎って来るべき家が“本質”なんですよ。

本質は無くなりません、ず一つと続くもの、

つまり帰るべき家は無くならないんです。 （笑）

むしろ、だからこそ我々は冒険も旅もできる

んです。

だから本来は宗教というのは「心のふるさ

と｣、つまり還る場所を示したものであったん

だと思うんですよ。

帰る場所があるということが真の安心、つま

りリラックスを与えるんです。

でも今の社会というのは還るべきふるさとが

無いし、先に挙げた与えられた価値観というも

のがあたかも還る場所のように刷り込まれてい

るので、自ずとそこに意識が向いてしまうけど

流行り廃りが経済の浮き沈みがあるたびにその

価値観はいつも変わってしまう。

結局、自分の帰るべきふるさとを持ってない

が故に振り回され続け疲弊し自信を無くし心が

荒んでいった結果、病気どころか最後は向殺や

犯罪に走ってしまうという残酷な結末をたどる

ことになりかねない。

遊牧民も帰るところがあって、遊牧生活して

いるんです。

古くて新

鎧
い
一
一
〃

、
、
『 第20回

【前回のテーマは「身体感覚と文化｣、今回は

「型と本質」です｡】

AH

心即的な「咽｣、そんなのあるのか？と。あ

るんですね。

それは【言葉】です。

古い経典とか古典とかが何故重要かというと、

「心の咽」だからだと思うのです。

先哲古賢達がその叡智を言葉にして残した古

典、 これこそ間違いない「心」だから大事なん

です。

MK

よく 「軸を作る」なんて聞きますけど、実は

この軸というのは「精神的背骨」のことなんだ

と思います。実際「精神的背骨」という実体は

この物理宇宙にはないわけですから、それは正

確には作るものではなく、結果的に産み出され

るというか定まるものだと考えられます。

極論、 この三次元の物理宇宙全体が巨大な型

そのものなんでしょうけど、人間にとっては自

然界におけるコンセプト、つまり無形の“本

質”を自分の身の内に呼び込むというか、それ

とつながる、 1つになる、物理宇宙に表現する

ための道、階段、梯子、方式こそが「型」だと

思います。

先に先生が仰った「古典を学ぶ恵莪」は学習

の本質ですね。 （笑）

AH

その通りです。

“本質”というのは言い換えると「帰るとこ

③
国際墓準カイロプラクティック

ナチユラルケア水道橋外来センター

":O3-5805-O927 http:"naturalcare-chiro.jimdo.com/

⑥RMIT大学卒国際基準力イロプラクターAH:朝倉穂高MK:松浦孝一郎
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